
(57)【要約】

【課題】鏡視下手術を施行する場合に、出血時の止血や

血液除去にガーゼを挿入して使用することが多い。しか

しガーゼは、腔内でその辺縁がほつれ、ガーゼの一部が

腔内に遺残し、術後重大な合併症を併発する危険性があ

る。また腔内外でのガーゼを出し入れは、細いポートを

介するため容易ではなく時間も要する。さらに使用後の

摘出時にガーゼに染み込んだ液体が腔の内外を連絡する

ポートの出口でしぼられて腔内に逆流することが多い。

【解決手段】

１／４に切ったガーゼをロール状に丸め、ガーゼの辺縁

を内側に折り込むことで、ほつれたガーゼが表面から消

失し、腔内に遺残しないようにする。糸で３箇所結紮し

て円柱型の形態を保ち、挿入・摘出を容易とする。ロー

ル状ガーゼ用の筒状器具を用いることで挿入・摘出はさ

らに容易になり、ガーゼに染み込んだ血液や浸出液が腔

内へ逆流するのを防ぐ。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
円 柱 形 で 挿 入 が 容 易 な こ と を 特 徴 と す る 鏡 視 下 手 術 用 ガ ー ゼ 。
【 請 求 項 ２ 】
ガ ー ゼ を ロ ー ル 状 に 丸 め た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 鏡 視 下 手 術 用 ガ ー ゼ
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 記 載 の ガ ー ゼ 挿 入 を 容 易 に す る こ と を 特 徴 と す る 筒 型 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 鏡 視 下 手 術 用 の ガ ー ゼ と そ の 挿 入 器 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 鏡 視 下 手 術 は 細 い 挿 入 口 を 介 し 、 特 殊 な 鏡 視 下 手 術 用 の 器 具 を 使 用 し て 手 術 を 行 う も の
で あ る 。 そ の た め 、 よ り 安 全 で 、 使 い や す い 製 品 の 開 発 が 望 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 腔 内 で の 止 血 や 貯 留 液 除 去 に 安 全 で 挿 入 し や す い ガ ー ゼ の 開 発 が 必 要 で あ る 。 従 来 の 挿
入 口 の 太 さ を 変 え な い で 、 誰 に で も 容 易 に 使 用 で き る 製 品 開 発 が 望 ま れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 以 下 図 ２ に よ り 説 明 す る 。 今 日 、 鏡 視 下 手 術 施 行 時 に 、 出 血 し た 血 液 の 除 去 や 止 血 の た
め 、 通 常 の １ ／ ４ の 大 き さ の ガ ー ゼ １ を 腔 外 ５ か ら 腔 内 ６ へ 、 体 壁 ４ を 貫 通 さ せ た ポ ー ト
２ を 介 し て 挿 入 す る 。 腔 内 ６ で は 鉗 子 ３ で ガ ー ゼ １ を 把 持 し 、 圧 迫 す る こ と で 止 血 処 置 を
し た り 、 拭 き 取 る こ と で 液 体 成 分 ２ ０ を 除 去 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し ガ ー ゼ １ は 、 腔 内 で そ の 切 断 面 が ほ つ れ 、 そ の 一 部 が 腔 内 に 遺 残 し て 重 大 な 合 併
症 を 併 発 す る 危 険 性 が あ る 。 ま た 従 来 の ガ ー ゼ は 挿 入 時 、 細 い ポ ー ト ２ を 介 す る た め 、 挿
入 は 簡 単 で は な い し 、 摘 出 時 に ガ ー ゼ に 吸 い 込 ん だ 血 液 な ど の 水 分 が 細 い 挿 入 口 で 搾 ら れ
、 腔 内 に 漏 れ る こ と が 多 い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 第 一 発 明 は 、 ガ ー ゼ を 円 柱 形 と し て 腔 内 に 挿 入 し や す く
す る こ と を 特 徴 と す る 鏡 視 下 手 術 用 ガ ー ゼ で あ る 。
　 ま た 第 二 発 明 は 、 １ ／ ４ に 切 っ た ガ ー ゼ を さ ら に １ ／ ３ に 折 り 、 ガ ー ゼ の 辺 縁 を 内 側 に
折 り 込 む こ と で ガ ー ゼ の ほ つ れ る 部 分 を 表 面 か ら な く し 、 糸 で ま わ り を 結 紮 し て ロ ー ル 状
に す る こ と を 特 徴 と す る 鏡 視 下 手 術 用 ガ ー ゼ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 第 三 発 明 は 、 第 一 発 明 、 第 二 発 明 の ガ ー ゼ 挿 入 を 容 易 に し 、 摘 出 時 、 吸 収 し た 液
体 を 腔 内 に 逆 流 さ せ な い こ と を 特 徴 と す る 筒 型 器 具 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 一 発 明 、 ま た は 第 二 発 明 に よ れ ば 、 鏡 視 下 手 術 時 に 、 ガ ー ゼ の 挿 入 ・ 摘 出 が 容 易 と な
り 、 ほ つ れ た ガ ー ゼ を 使 用 す る 必 要 が な く な り 安 全 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 三 発 明 に よ れ ば 、 ガ ー ゼ の 挿 入 ・ 摘 出 が さ ら に 容 易 と な り 、 ガ ー ゼ の 摘 出 時 に 染 み 込
ん だ 液 体 が 腔 内 に 逆 流 し な く な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 １ ～ ９ に よ り 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-296562 A 2005.10.27



　 図 ３ に お い て 、 ７ は 通 常 使 用 し て い る ガ ー ゼ で 、 大 き さ は 縦 ２ ９ ． ０ ｃ ｍ 、 横 ３ ０ ． ０
ｃ ｍ で あ る 。 そ れ を ８ の 如 く １ ／ ４ 、 縦 約 １ ４ ． ５ ｃ ｍ 横 約 １ ５ ． ０ ｃ ｍ に 切 断 し て 使 用
す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 １ ／ ４ ガ ー ゼ を ９ の よ う に 縦 方 向 で 内 側 に 折 り 三 重 構 造 に す る 。 腔 内 で 紛 失 し て も 見 つ
か る よ う に 、 １ ０ の ご と く Ｘ 線 に 映 る 糸 が あ ら か じ め 織 り 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ４ の １ １ ， １ ２ の よ う に 上 下 を そ れ ぞ れ 内 側 に 折 り 、 図 ５ 、 １ ３ の よ う に 内 側 に ロ ー
ル 状 に 丸 め 、 円 柱 形 に す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ６ の １ ４ の よ う に 両 端 と 中 央 を 手 術 用 絹 糸 で 結 紮 し て 形 状 を 保 つ と １ ５ の よ う な 、 ほ
ぼ 円 柱 状 の 形 態 と な る 。 長 さ ５ ｃ ｍ 、 太 さ ０ ． ９ ｃ ｍ 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ガ ー ゼ を 挿 入 ・ 摘 出 す る た め の 器 具 は 図 ７ の １ ６ の よ う に 筒 状 の 形 状 で 、 鏡 視 下 手 術 用
の １ ． ２ ｃ ｍ ポ ー ト か ら 挿 入 で き る よ う に 外 径 は １ ． １ ｃ ｍ と し た 。 １ ７ の よ う に 器 具 全
体 が 腔 内 に 入 り 込 ま な い よ う に ス ト ッ パ ー を 装 着 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ８ の ２ は 腔 の 内 外 を 連 絡 す る ポ ー ト で 、 そ の 内 側 に 筒 型 器 具 １ ６ が 挿 入 さ れ 、 筒 型 器
具 の 先 端 は ポ ー ト を 介 し て 腔 内 に 至 る 。 あ ら か じ め 筒 内 に 挿 入 し て お い た 円 柱 形 ガ ー ゼ １
５ は 、 鉗 子 挿 入 口 １ ８ を 介 し て 挿 入 さ れ た 鏡 視 下 手 術 用 の 鉗 子 で １ ９ の 方 向 に 押 し 込 む こ
と で 、 腔 内 に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 腔 内 で は 図 １ の よ う に 鉗 子 ３ で 円 柱 形 ガ ー ゼ １ ５ を 把 持 し て 操 作 し 、 ２ ０ の よ う な 出 血
の 止 血 や 液 体 の 吸 収 、 清 拭 に 使 用 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 使 用 後 は 、 図 ９ の よ う に 鉗 子 ３ で 円 柱 形 ガ ー ゼ １ ５ の 端 を 把 持 し て 、 挿 入 時 に 使 用 し た
筒 状 器 具 １ ６ の 中 に 戻 し て 筒 状 器 具 ご と 腔 外 ５ に 摘 出 す る 。 こ う す る と 円 柱 形 ガ ー ゼ １ ５
に 染 み ん だ 液 体 は 、 腔 内 に 逆 流 し な い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 腹 腔 鏡 下 胆 嚢 摘 出 術 や 腹 腔 鏡 補 助 下 結 腸 切 除 術 で 使 用 し て い る 。 肝 臓 か ら の 出 血 の 止 血
や 腹 腔 内 に た ま っ た 液 体 成 分 の 排 泄 に 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 　 円 柱 形 ガ ー ゼ を 鉗 子 で 把 持 し 、 腔 内 で 使 用 し て い る 外 観 図 。
【 図 ２ 】 　 鏡 視 下 手 術 で の ガ ー ゼ の 使 い 方 を 示 し た 外 観 図 。
【 図 ３ 】 　 １ ／ ４ ガ ー ゼ を 縦 に 二 等 分 し 、 内 側 に 折 り 込 む 。
【 図 ４ 】 　 ９ の ガ ー ゼ の 上 下 を 内 側 に 折 り こ む 。
【 図 ５ 】 　 ロ ー ル 状 に 丸 め た ガ ー ゼ の 外 観 図
【 図 ６ 】 　 糸 で 三 箇 所 結 紮 し 、 円 柱 形 に 固 定 し た ガ ー ゼ の 外 観 図 。
【 図 ７ 】 　 円 柱 形 ガ ー ゼ を 挿 入 ・ 摘 出 す る 筒 状 器 具 の 外 観 図 。
【 図 ８ 】 　 円 柱 形 ガ ー ゼ を 挿 入 ・ 摘 出 す る 筒 状 器 具 の 断 面 図 。
【 図 ９ 】 　 円 柱 形 ガ ー ゼ を 腔 外 へ 摘 出 す る 場 面 の 外 観 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ 　 　 　 辺 縁 が ほ つ れ た １ ／ ４ カ ッ ト ガ ー ゼ
　 ２ 　 　 　 腔 の 内 外 を 連 絡 す る ポ ー ト
　 ３ 　 　 　 把 持 鉗 子
　 ４ 　 　 　 腹 壁 や 胸 壁 な ど の 体 壁
　 ５ 　 　 　 腔 外
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　 ６ 　 　 　 腔 内
　 ７ 　 　 　 通 常 の ガ ー ゼ
　 ８ 　 　 　 １ ／ ４ の 大 き さ の ガ ー ゼ
　 ９ 　 　 　 内 側 に 三 等 分 に 折 る
１ ０ 　 　 　 織 り 込 ま れ た Ｘ 線 に 映 る 糸
１ １ 　 　 　 ガ ー ゼ の 上 部 １ ／ ３
１ ２ 　 　 　 ガ ー ゼ の 下 部 １ ／ ３
１ ３ 　 　 　 ロ ー ル 状 に 丸 め ら れ た ガ ー ゼ
１ ４ 　 　 　 結 紮 糸
１ ５ 　 　 　 円 柱 形 ガ ー ゼ
１ ６ 　 　 　 円 柱 形 ガ ー ゼ 挿 入 用 筒 型 器 具
１ ７ 　 　 　 ス ト ッ パ ー
１ ８ 　 　 　 鉗 子 挿 入 口
１ ９ 　 　 　 挿 入 時 に 鉗 子 で 押 し 込 む 方 向
２ ０ 　 　 　 血 液 、 貯 留 液 な ど の 液 体 成 分
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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